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第8回みやぎ蔵王高原マラソン大会

　第8回みやぎ蔵王高原マラソン大会が、9月15日に行

なわれました。当日はあいにくの雨でしたが、色鮮やか

な傘の見守る中、国立南蔵王青少年野営場をスタートし

た1600人の参加者は、朋から湯気を昇らせながら、三住

の高原をひたすら走っていました。

　来年は、きっと秋晴れの高原が皆さんをお待ちしてい

ます。
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10月23日（日）

　　　　　　白石市は今年、市制施行40周年を迎えました。これを記　　　　　　　　　　　　　ハーストビル市において川井市長、高橋市議会議長、市議

八一ストビル市のあらまし
8月1日～10日までパーストビル市を訪問した市内中学生交流団一行

　　　　　　　　　　　　　　　　隻

　ハーストビル市は、1988年に市となった新しい都市

で、人口は6万3千人、2万5千世帯の人々が住んで

おり、シドニー市、シドニー空港、ボタニー湾の近く

に位置しています。

　郊外は緑が多く、レンガ造りの平屋建ての立ち並ぶ

清潔で美しい町並みを形成しています。

　具体的な交流は今年から始まり、青少年交流の第一

弾として、8月1日から10日にかけて白石市内の中学

生8人がハーストビル市を訪れ、ホームステイや体験

入学などを通して交流を深めてきました。

　またハーストビル市からは9月21日から29日まで中

学生6人が当市を訪れ、白石城などの施設見学、市内

4校での体験入学やホームステイなどの交流を重ねま

した。

　今後は、IO月9日に海老名市、ハーストビル市、白

石市の水泳選手が集まり、友好3市国際親善水泳大会

がスパッシュランドで開かれます。
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念して、10月23日（日）に記念式典および祝賀会を開きます。

　記念式典ではまず、市の表彰条例に基づく表彰や叙勲な

どの対象とならない小さな親切、善行を黙々と重ねられた

11名の皆さんが特別表彰されます。

　続いて、神奈川県海老名市との姉妹都市盟約調印式が行

われます。海老名市とは、平成3年ll月1日に友好都市の

契りを結び、海老名・白石親善交流会（加藤大祐会長）が

中心となって、数々の交流を重ねてきました。40周年の機

会に姉妹都市となり、より親密な交流を行うため今回の調

印となったものです．

次にオーストラリアのハーストビル市との国際姉妹都市

盟約調印式が行われます。外国では両国で調印式を行うの

が通例だということで、日本での調印に先立って10月6日、

o日　時　10月23日（日）

　　　　　13：30～15：00

0場　所　益岡公園市営野球場

○駐車場　白石高校第2グランド

o入場無料
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　相馬藩の祖・平将門が、下総国小金ケ原に放牧した野馬

を敵に見立てて家臣に追わせ、武道を養ったのが起こりと

言われ、以来千年以上の歴史がある。

現在では、毎年7月23日から25日の3日間、原町市の雲

雀ケ原を中心に、先祖伝来の甲冑に身を固めた約500騎の

騎馬武者が戦国絵巻を繰り広げ、観衆を魅了する。

会議員団10名や「友好の翼」参加団80名が出席し、盛大に

調印式が開かれます。

10月23日のヰ典当日は会場の都合上、招待者のみの参加

になりますので、一般の方のご参加はご遠慮願います。

　また、記念イベントとして、「相馬野馬追パレード」と「相

馬野馬追神旗争奪戦・和太鼓競演」が行われます。こちら

の方はぜひ多くの市民の皆さんにごらんいただきたいと思

います。

4・周年記念事業として取り組んでいる自石城復元事業顎
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o日　時10月23日（日）

　　　　　11：00～12：00頃

o場所市内中心商店街通り
o内容・自衛隊音楽パレード

　　　　　●甲冑武者行列

　　　　　●相馬野馬追騎馬武者行列

　　海老名市のあらまし
今年8月21日に行われた友好4市対抗少年野球交流大会

　　　　一・一．麟　彰，＠

、，讐雛難一亡｝遡懸響・
　海老名市は、神奈川県のほぼ真ん中にあり、東京都

へ1時間足らず、横浜の中心部へ30分程度という便利

のよい所です。

　総面積は252㎞1で、南部にやや長い市域は、平地が

多いものの、中央にはゆるやかな丘陵も縦断していま

す。

　自然の豊かさも海老名市の大きな特色です。雄大な

相模平野と相模川のおりなす景観は、大都市近郊とは

思えないほどの美しさです。また、西には丹沢山、富

士といった秀峰の姿を問近に望むことができます。

　奈良時代、相模国の国分寺や国府が建立された由緒

ある地でもあり、江戸時代には各方面に通じる交通の

要衝としても栄えました。市の誕生は昭和46年。現在

の人口は約11万人、世帯数は3万9千世帯で、ここ20

年で2倍以上に増えています。
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第2回白石市生涯学習フェスティバル主催事業

　　　　　11月3日㈱文化の日；を中心とした

　　　　　　　フェスティバル週間及び月間

　　　　　　　　　　　　　　10：00～15：00

　　「武家屋敷に芸を観る』

　　　武家屋敷前での大道芸と太鼓

11／3　　　場所：武家屋敷前駐車場

　　　＊大道芸　　12：30～13：10（1回目）

　　　　　　13：30～14：10（2回目）
　　　＊太鼓　　14：30～14：50
　　　（半田孝夫氏）

　　「見慣れた空間からの発見』

　　　堀割と沢端川桜並木での彫刻展
10／30　　　場所：沢端川桜並木・武家屋敷前

～11／30

　　『武家屋敷に奏でる』

　　　武家屋敷での邦楽ミミニコンサート，
11／3　　　場所：武家屋敷

　　「白石城、

　　　　武家屋敷を詠む』
10／30
　　　遊歩道ネットワーク沿いに～11／30

　　　　　　　　泊石を詠む、
　　　短歌、俳句、川柳記載板を設置

　　「武家屋敷に遊ぶ」
　　　武家屋敷前での
　　　　ミ昔なつかしのあそび、
11／3
　　　場所二武家屋敷前駐車場

「いい日・いい出逢いと

　　　　　いい発見』

　　「魅力ある森林のはた：らき』

　　　営林署主催による自然環境森林教室

11／3　　場所1白石営林署

　『武家屋敷通りに

　　　　お休み処の茶店』
　　　ミお休み処、茶店の設置
　　　場所：古民芸喫茶「つどい」、目黒商店

　　　　菅野商店、明石屋商店、島影商店
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　「くらし日本一のまちづくり』を目指す白石市では、昨年第1
回の生涯学習フェスティバルを開催しました鵬年度もひきつ鯉難習週間1。月3。日〔日）～・

づき生涯学習のまちづくりを推進するため、「生涯学習週間」「生　　　　11月5日（土）までの1週問

涯学習ダブル月間」において市民総参加の生涯学習フェスティバ　　tl②生涯学習ダブル月間　10月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出～11月30日（水）までの2ケ月間ルを開催します。皆様のこ参加をお待ちしております。

静加按る魂の響き
「岡田修』津軽三味線演奏会
日　時　　平成6年10月30日（日）開場　13＝00

　　　　　　　　　　　開演　13＝30　　　　　　ゴ

奨場鱈綿（古典芸能伝承の館）　矧ク

※入場券は碧水園・市教育委員会生涯学習課・中央公民館でお求め下さい。　　　　岡田　修氏

東西の文化を超えた新しい美の表現

　　ジョゼ・フアロンバ

　　　　　　　　　　　講演会と陶芸展

講演会

個　展

陶芸教室

入場料

10月15日出10：00～11＝30
　於　しんきんホール
15日dの～18日㈹10＝00～16＝00

　於市民会館
16日（日）（10：00・13＝00・15＝00）

　於市民会館
無料（但し陶芸教室は材料費として1，000円し、ただきます。）

ジョゼ・ファロンバ氏
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みなさんからの素敵な

情報を待ってます

野球で40周年を祝う

認　‘ガ～・苫．唾．・・齢．．．、一

・勘．躾　鵬叢一

　　　・歯～、．～ゴ1　耕卜隔ワP［脚頁．・、晩レ

市制40周年を記念して、白石市と

姉妹・友好都市となっている北海道

登別市、札幌市白石区、神奈川県海

老名市の少年野球チームを招いた友

好4市少年野球交流大会などが、8

月19日から3日間、白石市内で開か

れました。

白石市を訪れたのは、3市区の少

年野球選抜チームの小学生ら計約60

人。白石の選手らとともに国立南蔵

王青少年野営場でキャンプも行いま

した。野球大会は強い雨で途中で中

止となり、中央公民館でバレーボー

ル大会を行って交流を深め合いまし

た。
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今年で第3回を数えるスパッシュ

ランド水泳大会が、9月18日スパッ

シュランドしろいし50メートル公認

プールで開催されました。

県内6クラブから小中学生、一般

など、のべIOO人のエントリーがあ

ぴ）日頃の練習の成果を競いあいまし

た。

小学生男子50m平泳ぎにエントリ

ーしたスポーツメイト蔵王の高沢祐

哉くん（市内田町・第二小学校）の

38秒75をはじめ5つの大会新記録を

生み大会は幕を閉じました，

まち：かど・ズーム，配／

東北一の長寿早坂たけさん
，1

攣織　菖

標　噸’紘

』甑今．

市内の100歳以上の次の方々に、

9月3日と10日に特別敬老祝金が贈

られました。早坂たけさん（八幡町・

109歳）、佐藤ふさのさん（斎川・

103歳）、引地志いさん（大川町・

103歳）、八木沼忠太郎さん（沢端町・

101歳）、峰村熊治さん（101歳）。

なかでも市内八幡町の早坂たけさ

んは、明治18年7月1日生まれの

109歳で、東北で一番の長寿者です。

，
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！
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早坂さんは、来訪した川井市長と孫

の利雄さんとビールで乾杯したり、

得意の民謡を歌うなど元気なところ

を見せていました。

早坂さんは利雄さん夫婦、ひ孫家

族と7人で暮らしており、食事など

も家族と同じ物を食べているそうで

す。最近は、「日本一になりたい」

と話すことがあるそうで、ますます

お元気な早坂さんでした。

急病人が出ても大丈夫

家庭内での急病人やけが人への対

応を学ぼうと9月2日、救急応急措

置講習会が中央公民館で行われまし

た。

　9月9日の救急の日を前に毎年行

われているもので、白石市婦人防火

クラブ連合会（佐藤きみ子会長）か

ら会員約200人が参加しました，

参加者は、白石消防署員の指導を

受けながら、人形を使って人工呼吸

する心肺そ生法や、包帯を使った止

血法などを真剣な表情で学んでいま

した
⊃

祭り気分で市を楽しむ

9月11日、白石川緑地公園で「河

川敷フリーマーケット」が開かれ、

不用品や手づくり品を売り買いする

市民でにぎわいました。

白石青年会議所が今年初めて主催

したもので、市内を中心として約30

グループが出店。古本や家庭用品、

衣類、野菜などを広げ、破格値で販

売し、売る方も買う方も祭り気分に

浸りました。

　　　　　＾　　・　ざ　　　　1

　　　　　　〉　・一　一　　　　　　港〔咳＿ヘー凝♪奎．、
会場の一角では、まな板を削った

り包丁を研いだン）するサービスもあ

り、主婦の人気を呼んでいました，

奥羽越列藩同盟を映画化

白石城復元にあわせて益岡公園内

に整備する（仮称）白石城歴史探訪

ミュージアムで公開予定の立体ハイ

ビジョン映画「奥羽越列藩同盟秘話

一賊にあらず一」の撮影が、9月13

日から20日まで市内各所で行われま

した。

撮影には鷲生功さん、土屋里織さ

ん、高松英郎さんら俳優陣をはじめ、

市民のエキストラ260人が参加。傑

山寺、武家屋敷、白石河原、小原の

果樹園などのロケ地では迫真の演技

を見せていました。

完成した映画は来年5月3日に白

石城天守閣と同時にオープンする同

ミュージアムで上映されます，

長寿の秘訣はスポーツ〃

市老人クラブ連合会主催のスポー

ツ大会が9月14日、白石市民体育館

で開かれ、450人のお年寄りが10種

目の競技に汗を流しました。

大鷹沢の佐藤春男さんと大野やえ

子さんが力強く選手宣誓をした後、

さっそく競技開始。バドミントンの

ラケットにバレーボールを乗せて走

ってリレーするビッグスプーンレー

スでは、ボールが手に付かず観客の

声援を受ける選手もいて、会場内は

熱気に包まれていました。
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去
る
六
月
二
十
六
日
、
山
元
町
で
行

な
わ
れ
た
仙
南
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
、
我
が
や
ま
ぶ
き
チ
ー
ム
は
、

念
願
の
初
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
日
の

結
成
以
来
の
目
標
で
し
た
。
幾
度
と
な

く
メ
ン
バ
ー
の
交
代
を
経
て
、
現
在
平

均
年
齢
三
十
五
歳
と
い
う
十
一
人
の
チ

ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
十
月
の
大
会

に
お
い
て
の
連
勝
を
合
言
葉
に
が
ん
ば

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
と
き
は
良
妻
、

ま
た
あ
る
と
き
は
賢
母
、
は
た
ま
た
そ

の
実
態
は
、
そ
れ
は
仙
南
制
覇
を
め
ざ

し
て
き
た
バ
レ
ー
狂
？
な
の
で
す
。
と

い
っ
て
も
バ
レ
ー
だ
け
を
や
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
勤

労
婦
人
と
し
て
家
庭
第
一
に
考
え
、
そ

の
上
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
練
習
は
、
月
曜
日
の
七
時
か
ら
九
時

ま
で
が
白
石
中
体
育
館
、
金
曜
日
が
時

間
が
同
じ
で
東
中
体
育
館
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
の
こ
と
を
話
し
た
り
、

お
互
い
に
け
な
し
あ
い
、
の
の
し
り
あ

い
な
が
ら
、
と
こ
れ
は
冗
談
で
す
が
、

言
う
べ
き
こ
と
は
隠
さ
ず
話
し
合
い
な

が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
時
に
は
お
酒
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
た

彦影

成
虫
で
越
冬
す
る
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チ

写真と文
白川の自然勉強会員
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秋
の
野
原
や
庭
先
の
萩
の
周
辺
を

飛
び
回
る
鮮
や
か
な
黄
色
の
、
羽
の

周
囲
に
黒
い
縁
の
あ
る
美
し
い
キ
チ

ョ
ウ
が
目
立
つ
季
節
で
す
。
こ
の
蝶

は
六
月
に
夏
型
が
発
生
し
、
一
～
二

回
発
生
し
て
九
月
中
頃
ま
で
見
ら
れ

ま
す
。
九
月
下
旬
か
ら
は
秋
型
が
出

現
し
九
月
に
は
夏
型
と
秋
型
が
混
在

、　
「
［
－
［
4

」
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し
な
み
、
十
二
月
に
は
、
温
泉
一
泊
二

日
で
、
飲
み
放
題
、
言
い
た
い
放
題
と

大
い
に
は
め
を
は
ず
し
て
の
年
一
回
の

お
楽
し
み
大
イ
ベ
ン
ト
、
忘
年
会
が
待

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
り
た
く

っ
て
う
ず
う
ず
し
て
い
る
あ
な
た
。
し

り
ご
み
せ
ず
今
す
ぐ
「
白
石
や
ま
ぶ
き
」

に
入
っ
て
気
持
ち
の
い
い
汗
を
一
緒
に

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
我
々
の
目
標
で
あ
り
ま
す
十
月
の
秋

の
大
会
と
、
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
選
抜
大
会
に
は
、
全
力
で
ぶ
つ
か

り
優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
忘
年
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
り
、

お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
あ
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

ぐ
，
、 、

キチョウ

　
　
し
て
い
ま
す
。
今
飛
び
回
っ
て

　
　
い
る
秋
型
は
十
一
月
ま
で
活
動

　
　
し
、
そ
の
後
冬
期
間
は
成
虫
で

　
越
冬
し
て
、
春
先
再
び
ポ
カ
ポ

　
　
カ
陽
気
の
三
月
中
旬
頃
か
ら
羽

　
根
の
痛
ん
だ
姿
で
出
現
し
ま
す
。

　
こ
の
蝶
は
、
こ
こ
白
石
で
は
い
た

る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
東
北

地
方
の
北
部
で
は
稀
で
、
分
布
は
秋

田
県
、
岩
手
県
以
南
で
す
。

　
キ
チ
ョ
ウ
に
生
態
、
形
態
が
よ
く

似
た
蝶
に
ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ
が
あ

り
ま
す
。
ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ
も
六

月
に
夏
型
が
、
九
月
に
は
秋
型
が
出

現
し
、
十
一
月
ま
で
活
動
し
た
後
成

虫
で
越
冬
し
ま
す
。
こ
の
蝶
の
秋
型

は
前
羽
端
が
角
張
っ
て
い
る
特
異
な

羽
型
を
も
ち
、
大
き
め
な
の
で
問
違

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
型
は

キ
チ
ョ
ウ
と
見
間
違
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
違
い
は
キ
チ
ョ
ウ
よ
り
や
や
角
張

っ
た
前
羽
で
、
黒
縁
の
内
側
が
大
体

な
だ
ら
か
な
円
状
（
キ
チ
ョ
ウ
で
は

大
き
く
外
側
へ
く
び
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
）
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
点
に
注
意
す
れ
ば
見
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
キ
チ
ョ
ウ
の
食
草
は
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ

ギ
・
マ
ル
バ
ハ
ギ
・
ネ
ム
ノ
キ
な
ど
、

ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ
の
食
草
は
カ
ワ

ラ
ケ
ツ
メ
イ
な
ど
の
豆
科
植
物
で
す
。

1し！1n

り仕事について

　入社してやっと一年になります。

　毎日が自分にとって勉強です。

　お客様が満足していただけるように努力し

ています。

り今夢中になっていること

　特にありませんが、音楽を聞くのが好きで

友達とカラオケに行くのが楽しみです。

り夢や目標

　ワープロとパソコンの資格を取りたいです

翻
、

ぎ引≡晒

有限会社朝文堂

佐久間干秋さん

　（25歳・大平）

り白石市に望むところや白石の良いところ

　夜になると思うことなのですが、街灯が少

ないな一と感じます。

　それと夜でももっと活気があればいいと思

います。

り理想のタイプ

　あげればきりがないほどあります。（笑）

　でも一番は一緒にいて安心できる人。

り最後に一言

　皆様のご来店を、私を含め気持ちのよいス

タッフー同がお待ちしています。来てくださ

いね〃

●●●●●●●●●●●●●●

灘灘習　高橋正信さん
　　　　　　　　　　　（角田市）

　　勤労青少年ホームで日本舞踊を習っていま

　す。前々より興味がありホームの閉講式での

　余興のために、講師の先生に2曲ほど手ほど
　きを受けたのがきっかけで、その年から講座

　を受講しています。今年で2年目に入り講座
　のリーダーを務めています。日本舞踊は、い
　かに曲のイメージを体で表現するかがとても

　難しいです。できるだけ数多くの踊りをマス

　ターし、皆様に日舞のすばらしさを見ていた
　だきたいと思います。女性の方はもちろん男
　性の方もいっしょにやってみませんか！！

ー
ー
ー
ー
ー
皿
ー
。
ー
ー
o
ロ
旦
ー
ー
。
ー
ー
ー
ー
ー
o
ー
ー
ー
ー
o
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
o
ー
ー
報
朔
烈
磐
誤
麟
樫
溺
ー
烈

市
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
股
　
兵
　
三
選

炎
天
に
節
水
余
儀
な
き
町
あ
り
き
水
豊
か
な
る
里
の

幸
せ
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

露
の
朝
グ
ラ
ヂ
オ
ラ
ス
に
し
じ
み
蝶
羽
合
わ
せ
を
り

盆
の
近
づ
く
　
　
　
　
　
　
　
　

高
子
う
こ
ん

一
枚
の
紙
の
重
さ
を
知
る
と
云
う
宇
宙
の
く
ら
し
の

神
秘
を
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

は
つ
夏
の
光
束
ね
て
居
る
ご
と
き
噴
水
あ
り
と
思
ひ

つ
つ
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

た
ち
ま
ち
に
水
面
盛
り
あ
げ
虹
鱒
の
し
ぶ
き
あ
げ
つ

つ
餌
に
よ
り
来
る
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

汗
た
り
て
家
路
を
急
ぐ
夕
暮
れ
に
盆
唄
聞
こ
ゆ
遠
く

か
す
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

咽
喉
ガ
ン
の
亡
父
の
苦
し
み
偲
ば
る
る
カ
メ
ラ
を
飲

み
て
喉
の
痛
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

塩
屋
崎
に
来
て
「
み
だ
れ
髪
」
の
歌
聞
け
ば
心
に
沁

み
て
涙
流
れ
ぬ
　
　
　
山
田
濱

盆
帰
り
の
帰
省
の
車
列
な
し
て
川
の
流
る
る
ご
と
く

続
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

露
深
き
庭
の
小
花
の
い
ぢ
ら
し
く
草
を
抜
き
を
り
朝

の
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

「
評
」
］
首
目
、
近
年
に
な
い
全
国
的
猛
暑
と
渇
水

の
夏
で
あ
っ
た
。
水
の
尊
さ
を
こ
れ
程
知
ら
さ
れ
た

こ
と
は
無
く
、
水
の
豊
か
な
土
地
に
住
む
も
の
の
幸
せ

と
よ
ろ
こ
び
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
三
首
目
、
向
井
さ
ん

の
宇
宙
体
験
に
思
い
を
寄
せ
る
歌
。
四
首
目
、
「
光
束

ね
て
」
は
新
し
い
発
見
と
表
現
で
好
感
が
持
て
る
。

囲
一
圏
鈴
木
－
・
選

ミ
サ
終
え
て
青
蔦
の
坂
登
り
ゆ
く
　
　
日
下
　
　
文

泳
が
ず
も
土
用
潮
風
身
に
浴
び
て
　
　
三
浦
　
愛
嶺

飛
ぶ
よ
う
に
ビ
ー
ル
の
売
れ
し
大
暑
か
な
鈴
木
鉄
二
郎

花
火
果
て
星
座
の
空
に
戻
り
け
り

せ
せ
ら
ぎ
に
消
え
ゆ
く
ほ
ど
の
蝉
時
雨

藻
の
花
に
小
さ
き
魚
影
の
群
れ
揺
れ
て

迷
い
入
り
お
ど
お
ど
歩
き
羽
抜
鶏

植
物
の
校
外
授
葉
山
涼
し

青
い
目
の
修
業
の
僧
や
沙
羅
の
風

秋
と
云
ふ
区
切
り
の
あ
る
も
熱
帯
夜

「
評
」

若
桑
げ
ん
じ

佐
藤
八
重
子

岩鈴高佐佐
沢木橋藤藤

伍民正善周
峯子雄夫子

　
　
一
句
目
、
軌
の
ミ
サ
も
終
え
て
教
会
を
出
る

作
者
。
坂
に
は
青
蔦
が
き
れ
い
で
あ
る
。
二
句
目
、

老
齢
ゆ
え
も
う
泳
が
な
い
が
、
土
用
の
潮
風
を
一
身

に
浴
び
て
待
つ
。
健
康
の
た
め
で
も
あ
る
。
三
句
目
、

近
来
稀
な
猛
暑
の
夏
で
あ
っ
た
。
ビ
ー
ル
も
飛
ぶ
よ

う
な
売
れ
ゆ
き
で
あ
る
。

〇
十
月
句
会
は
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
行
な
い
ま
す
。

囲
一
圏
・
木

星
屑
に
な
る
ま
で
女
続
け
る
気

ね
じ
一
つ
ゆ
る
み
考
え
ま
と
ま
ら
ぬ

誤
　
差
選

曉
　
　
夢
子

米
沢
　
礼
子

外
米
に
負
け
る
も
ん
か
と
稲
育
ち

す
り
減
っ
た
靴
に
家
中
す
が
り
つ
き

不
器
用
に
直
線
歩
く
父
の
脚

銘
柄
が
増
え
て
ビ
：
ル
の
味
が
落
ち

妻
病
ん
で
料
理
の
本
へ
目
が
走
る

火
を
つ
け
た
よ
う
に
燃
え
て
る
夏
の
浜

敗
戦
と
言
わ
ぬ
八
月
十
五
日

「
評
」
一
旬
目
、

　片岡

鶴
子

佐
藤
八
恵
子

佐
藤
　
武
雄

近
江
孫
太
郎

宍
戸
　
　
広

草
野
　
　
清

小
野
嘉
津
子

斎
藤
　
平
吉

、
い
つ
ま
で

・
團
一

e草■

　
　
　
　
　
妻
と
し
て
母
と
し
て

も
強
く
烈
し
く
生
き
続
け
よ
う
と
す
る
女
の
情
念
。

二
句
目
、
ネ
ジ
一
本
で
、
頭
脳
の
回
転
が
狂
い
出
す
。

三
句
目
、
ア
イ
ロ
ン
を
洗
濯
物
に
か
け
る
つ
い
で
に
、

心
の
わ
だ
か
ま
り
も
伸
ば
し
て
し
ま
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
一
首
、
封
筒
ま
た
は
八
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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圃目

　
1
0
月
1
日
～
1
0
月
1
0
日

　
　
　
全
国
防

　
全
国
防
犯
運
動
が
十
月
『
日
か
ら
十

日
ま
で
の
間
、
　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
「
全
国
防
犯
運
動
白
石

地
区
大
会
」
　
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
「
防

　　午後、時30分

白石市役所　暦25－2111

㊨・…問い合わせ先㊥一内線

犯
診
断
」
　
「
防
犯
広
報
」
　
「
非
行
防
止

パ
ネ
ル
展
」
な
ど
多
彩
な
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
防
犯
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
犯

罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
街
を
作
り

ま
し
ょ
・
つ
。

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
中
学
生
、
高

校
生
を
中
心
に
、
万
引
き
、
オ
ー
ト
バ

イ
盗
な
ど
の
初
発
型
非
行
が
多
く
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
露
骨
な
性
抽
写
を
盛
り
込
ん

だ
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
氾
濫
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
テ
レ
フ
ォ
ン
ク
ラ
ブ

等
を
利
用
し
た
性
犯
罪
や
暴
力
団
が
少

女
売
春
等
の
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯

罪
に
深
く
関
与
す
る
な
ど
、
少
年
を
取

り
巻
く
環
境
の
有
害
化
が
目
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、

そ
の
健
全
な
有
成
を
図
る
た
め
に
、
関

係
機
関
、
団
体
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
総
合
的
な
非
行
防
止
対
策
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
石
警
察
署
管
内
の

　
　
　
少
年
非
行
の
現
状

　
　
　
（
平
成
六
年
一
月
～
八
月
）

講慧綴ざ

、　麟防止　＿

①
非
行
少
年
等
の
検
挙
補
導
数
は
、
三

百
二
十
二
人
で
、
前
年
同
期
の
二
百
六

十
三
人
に
比
べ
五
十
九
人
（
二
二
、
四

％
）
増
加
し
て
い
る
。

②
刑
法
犯
少
年
は
六
＋
三
人
で
そ
の
内

窃
盗
が
五
十
五
件
（
八
十
七
二
二
％
）

を
占
め
て
い
る
。
窃
盗
五
十
五
人
中
、

万
引
き
三
十
七
人
、
バ
イ
ク
盗
九
人
、

自
転
車
盗
二
人
の
四
十
八
人
が
初
発
型

■行楽期の交通事故防止運動

穫裁綴萩堅網、。月、一月、9日

と・この季節は何か　く御の齢一

購膿弧謬鐸瓢防
ll三蕪糞・、雛轡

きます。

　旅行等を計画する際は、ゆとりある行動になる

よう心がけ、運転者を含めた同乗者すべてが事故

につながる諸条件をチェックするよう努めましょ

う。

　また、収穫時の農作業車の操作ミス等による事

故を未然に防ぎ、日没が早いこの時期は、早め点

灯を心がけ、悲惨な交通事故にあわないよう注意

しましょう。

　
　
　
瑠
－
鎌

　
　
　
魯
縦
　
．

　
　
　
　
　
　
　
o
u

　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
o
o
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

　
　
　
ー
獲

非
行
で
あ
る
。
六
十
三
人
中
五
十
三
人

（
八
十
四
・
］
％
）
が
中
高
生
で
占
め

て
い
る
。

③
全
刑
法
犯
百
五
人
中
、
少
年
が
六
十

三
人
（
六
〇
・
○
％
）
を
占
め
、
成
人

を
上
回
る
。

④
不
良
行
為
少
年
は
、
三
百
五
十
九
人

で
、
中
高
校
生
の
喫
煙
が
百
五
十
六
人

と
目
立
っ
て
多
い
。

白
石
市
農
協

　
　
も
ろ
き
ゅ
う
り
部
会

　
全
国

　
　
　
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
出
場
〃
”

　
「
第
4
3
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
7
月
別
・
2
2
日
の
両
日
北
海
道
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
、
東
北
地
区

代
表
と
し
て
実
績
を
発
表
し
、
見
事
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
●
　
●

●
●
　
●

●
　
●
●

　
　
●
■

　
　
　
●
●

▲
知
っ
て
い
ま
す
か
「
土
地
基
本
法
」
▼

10

月
は
「
宮
城
県
土
地
月
間
」
で
す

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
、
土
地
は
公

共
性
、
社
会
性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法
は
、

土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
必
要

な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を
「
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

　
②
土
地
は
適
正
に
計
画
に
従
っ
て
利

　
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
、
行
な
わ

　
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
0
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は
、
適

　
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
う
し
た
考

え
方
に
基
づ
き
、
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
を

防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出

制
を
設
け
て
い
ま
す
。
一
定
面
積
以
上

の
土
地
の
取
引
（
売
買
・
売
買
予
約
・

譲
渡
担
保
等
）
を
し
よ
う
と
す
る
時
は
、

契
約
の
六
週
問
前
ま
で
に
市
町
村
を
通

じ
て
知
事
へ
、
取
引
価
格
と
利
用
目
的

に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

の土地について売買などの取引をする場合は事前に届出が必要です。

●売買　　●代物弁済

●交換　　共有持分の譲渡

●営業譲渡●地上権・賃借権の設定、譲渡

●譲渡担保●予約完結権・買戻権等の譲渡

※これらの取引の予約である場合も、事前

　に届出が必要です。

　届出の必要な土地
都市計画区域

5，000㎡呈轟
都市計画区域以外の区域

10・000㎡察

一団の土地取引

讐ll鰐講趣馨総粟』昌lllぐ磯i

　クの　　それぞれにつ
いて屈出が必要です。　　（い＋ろ十は十に）≧一定面積　　（イ＋□＋八十二）≧一定面積

　　囲は嵯劉の　　　　　までにしましょう。

　
あ
な
た
が
土
地
の
売
買
を
し
よ
う
と

思
っ
た
と
き
、
そ
の
土
地
の
正
常
な
価

格
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
ま
す
か
？
，

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
土
地
価
格
の
目

安
と
な
る
の
が
、
地
価
公
示
や
都
道
府

県
地
価
調
査
の
価
格
で
す
。

　
地
価
公
示
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
土

地
鑑
定
委
員
会
が
全
国
の
約
二
万
地
点

の
標
準
地
（
市
内
三
地
点
）
に
つ
い
て
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
の
正
常
価
格
を
三

月
下
旬
に
、
都
道
府
県
地
価
調
査
は
知

事
が
各
都
道
府
県
内
の
基
準
地
（
全
国

で
約
二
万
五
千
地
点
、
市
内
十
三
地
点
）

に
つ
い
て
、
七
月
一
日
現
在
の
正
常
価

格
を
九
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
地
価
公
示
、
土
地
取
引
な
ど
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
市
総
務
部
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

實
二
五
i
二
一
一
一
（
内
線
）
三
五
一

へ
。

　
日
本
の
人
口
は
、
世
界
に
も
例
を
見

な
い
早
さ
で
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
西
暦
二
、
O
O
O
年
の
前
半
に

は
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
と
い
っ

た
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
労

働
力
供
給
面
の
絶
対
的
制
約
を
受
け
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
活
力
あ
る

地
域
の
経
済
活
動
を
維
持
す
る
上
で
、

高
齢
者
の
労
働
力
の
有
効
活
用
が
重
要

で
す
。

　
そ
の
た
め

①
六
十
歳
定
年
を
基
盤
と
し
た
六
十

　
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
推
進

②
高
齢
者
の
再
就
職
の
促
進

③
定
年
退
職
後
の
臨
時
的
、
短
期
的

　
な
任
意
就
労
の
場
の
確
保

を
重
点
と
し
た
雇
用
環
境
の
一
層
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
高
齢
者
の
知
識
や
経
験
等
の
有
効

活
用
と
、
雇
用
就
業
の
場
の
提
供
に
つ

い
て
、
事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
、
地

域
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

八
□
ー
ワ
ー
ク
白
石

（
白
石
公
共
職
業

　
　
　
　
　
安
定
所
）



　
こ
れ
ま
で
、
肢
体
不
自
由
者
自
ら
運

転
す
る
場
合
の
み
有
料
道
路
の
割
引
制

度
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

六
年
十
月
一
日
か
ら
左
記
の
と
お
り
全

て
の
身
体
障
害
者
が
対
象
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
対
象
者

　
一
　
全
て
の
身
体
障
害
者
が
自
ら
運

　
　
転
す
る
場
合

　
二
　
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
重

　
　
度
の
精
神
薄
弱
者
を
乗
せ
て
、
介

　
　
護
者
が
運
転
す
る
場
合
（
表
参
照
）

O
対
象
自
動
車

　
　
障
害
者
本
人
又
は
家
族
（
重
度
障

　
害
者
を
日
常
的
に
介
護
し
て
い
る
方

　
も
含
む
）
が
所
有
す
る
乗
用
自
動
車
、

　
ラ
イ
ト
バ
ン
等
、
ま
た
は
身
体
障
害

　
者
輸
送
車
。
た
だ
し
一
人
↓
台
で
営

　
業
用
の
自
動
車
を
除
く
。

○
手
続
方
法

　
福
祉
事
務
所
に
運
転
免
許
証
、
自
動

車
車
検
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
療
養

手
帳
）
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
療
養
手
帳
）
に
自
動
車
登

録
番
号
か
車
両
番
号
の
記
載
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
（
介
護
者
が
運
転
の
場
合
は
、

そ
の
旨
の
印
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。
）

　
一
回
の
申
請
で
原
則
と
し
て
割
引
証

（
五
〇
％
割
引
）
を
六
十
枚
ま
で
交
付

い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係
㊦
一
五
六
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎介護者運転の対象範囲
重度の身体障害者の範囲1

1級から3級までの各級及び4級の一部

2級及び3級
害
害

障
障

覚
覚

視
聴

級及び2級の一部

級、2級及び3級の一部

級から3級までの各級

由
由
由

自
自
自

不
不
不

肢
肢
幹

上
下
体

1級及び2級（一上肢のみに運動機能障害がある場合を徐く。）上肢機能障害

1級から3級までの各級（一下肢のみに運動機能障害がある場合を除く。）移動機能障害

乳幼児期以前の非

進行性の脳病変に

よる運動機能障害

肢
　
体
　
不
自
由

1級から4級までの各級

1級から4級までの各級

1級から4級までの各級

1級から3級までの各級

1級から4級までの各級

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸の機能障害

小腸機能障害

内
　
部
　
障
　
害

療養手帳Aの方重度の精神薄弱者の範囲2

圓保
険
料
を
未
納
に

　
　
　
　
　
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
ケ

ガ
や
病
気
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
支
給
さ
れ

る
老
齢
基
礎
年
金
も
年
金
額
が
少
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
ら
れ
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
自
分
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
年
金
制
度

を
守
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料

　
　
納
入
は
口
座
振
替
で

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
確
実
に

納
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
市
町
村
が
指
定
す
る
金
融
機
関

の
う
ち
、
自
分
が
希
望
す
る
金
融
機
関

の
口
座
か
ら
保
険
料
を
引
き
落
と
す

「
口
座
振
替
制
度
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　
納
付
に
際
し
て
の
手
数
が
省
け
ま
す

し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
に
安
心
で

す
。　

ま
た
、
万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど
で

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
な
ど
は
、
毎
月
納
付

し
て
い
な
い
と
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
ん
な
時
こ
ん
な
届
け
出
を

　
（
節
目
節
目
の
届
け
出
を
）

　
国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
第
一
号
被
保
険
者

　
　
学
生
や
農
業
・
商
業
等
を
営
む
人

　
と
そ
の
家
族

・
第
二
号
被
保
険
者

　
　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加

　
入
し
て
い
る
人

・
第
三
号
被
保
険
者
　
　
　
國
■

　
　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

　
い
る
人

　
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
第
一
号
被
保
険
者
の
方
が
会
社

等
に
就
職
し
た
と
き
は
、
第
二
号
被
保

険
者
に
な
る
た
め
「
資
格
喪
失
届
」
、

第
二
号
被
保
険
者
の
方
が
自
営
業
を
始

め
た
と
き
は
、
第
一
号
被
保
険
者
と
な

る
た
め
「
資
格
取
得
届
」
、
奥
さ
ん
は

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険

者
と
な
る
た
め
「
種
別
変
更
届
」
の
届

け
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
国
民
年
金
係

　
　
㊨
＝
二
六
、
　
ニ
ニ
七

国
民
年
金
に
こ
加
入
の
自
営
者
の
皆
様
へ

こ
存
知
で
す
か
？
「
国
民
年
金
基
金
制
度
」

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
月
額
二
十
～

二
十
五
万
円
程
度
の
年
金
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
自
営
業
者
の
皆
さ
ま
の
国
民

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
は
、
ご
夫
婦

で
十
二
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
営
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
新
た
に
国

民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り

必
要
な
年
金
を
上
積
み
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
年
金
と
国
民
年
金
基
金

の
セ
ッ
ト
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年

金
を
確
保
し
て
、
安
定
し
た
豊
か
な
老

後
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
国
民
年
金
基
金
は

　
　
　
　
「
国
民
年
金
法
」
に
も
と
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
営
業
者
の
た
め
の
公
的
制
度
で
す

　
国
民
年
金
基
金
は
「
国
民
年
金
法
」
　
　
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
収
入
が
年

に
基
づ
く
自
営
業
者
の
た
め
の
公
的
制
　
　
金
だ
け
の
場
合
、
お
よ
そ
三
百
二
十
万

度
だ
か
ら
安
心
！

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
受
け
取
る
年
金
に
は
「
公
的
年
金
等

控
除
」
が
適
用
さ
れ
、
扶
養
配
偶
者
の

円
ま
で
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
掛
金
も
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
と
な
り
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
　
　
　
り

ジョン・デイの　　ヘ

　ワン・ポイント英会話

　　　　　　　「Let戸s」「～をしよう」　　　　｛

　先月はあいさつについて勉強しま　　Let’s　make　cookies．

したが、今月はそれに続く「Let’s」　　昼飯を食べようLet’s　have　lunch

という便利な言葉を覚えましょう。　　　　このようにいろいろな表現が作れ

　この「Let’s」という「何々をし　　　ます。

よう」という表現はよく使います。　　　相手方にどれほど丁寧に言えばよ

　Let’sに続いて動詞そのものさえ　　いのか分からない場合には、Shal1

加えれば、言いたいことはもうでき　　we　have　lullch？「お昼の食事をし

あがりです。　　　　　　　　　　　　　ましょうか」という言葉を使えば安

　例えば「行こうか」と言いたい場　　心です。Shall　weはLet’sと違って、

合「go」をLet－sに加えればLet’s　　相手に問い合わせるような表現です

goになります。次の例文も見てく　　が、意味も役目もほぼ同じなので通

ださい。　　　　　　　　　　　　　常たがいに入れ替えて使用できます。

明日合おうLe亡’s　meet　tomorrow，　　Now　let’s　study　English1

クッキーを作ろう　　　　　　　　　　　　　See　you　next　month1

加
入
後
で
も
事
業
状
況
に
応
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
金
の
調
整
が
で
き
ま
す

　
加
入
後
、
事
業
状
況
に
応
じ
て
加
入

口
数
を
増
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
掛
金

を
調
整
で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
、

自
営
業
者
の
年
金
と
し
て
は
う
っ
て
つ

け
で
す
。
万
一
、
掛
金
を
納
め
ら
れ
な

く
な
っ
て
も
、
納
め
た
分
は
必
ず
年
金

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
確
実
な
老

後
保
障
に
つ
な
が
り
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
城
県
国
民
年
金
基
金

　
労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
が
、
労
災
保

険
は
、
働
く
方
が
業
務
上
又
は
通
勤
途

中
の
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
場
合
に
、

治
療
の
た
め
の
給
付
や
社
会
復
帰
の
た

め
の
援
助
な
ど
を
行
う
制
度
で
す
。

　
一
方
、
雇
用
保
険
は
、
働
く
方
が
失

業
し
た
場
合
に
、
↓
日
も
早
く
再
就
職

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
給
付
を
行
う
ほ

盈
〇
二
二
i
二
一
五
－
三
四
三
一

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
－
五
－
六

第
二
中
城
ビ
ル
五
F

費
〇
二
二
－
二
一
五
－
三
四
三
一

O
児
童
手
当
制
度
と
は

　
児
童
を
養
育
す
る
方
に
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生

活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

O
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
一
定
の
所
得
額
未
満
の
場
合
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
手
当
の
月
額
は

　
第
一
子
目
　
　
　
五
千
円

　
第
二
子
目
　
　
　
五
千
円

　
第
三
子
目
以
降
　
一
万
円

O
今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。

今
月
は
、
平
成
六
年
六
月
分
か
ら
九
隔
■

月
分
ま
で
の
四
カ
月
分
の
児
童
手
当
て

が
振
込
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
五
日
以

降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
振
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市
民

課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
㊨
一
三
三
・
＝
二
四

か
、
失
業
の
予
防
や
就
職
が
困
難
な
方

の
雇
用
促
進
の
た
め
の
援
助
な
ど
を
行

う
制
度
で
す
。

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
労
働
大

臣
の
認
可
を
受
け
て
事
業
主
に
か
わ
つ

て
労
働
保
険
の
事
務
を
行
う
労
働
保
険

事
務
組
合
に
委
託
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

（
白
石
公
共
職
業
安
定
所
）

費
二
五
－
三
一
〇
七

大
河
原
労
働
基
準
監
督
署

盈
〇
二
二
四
－
五
三
－
二
一
五
四



　
消
防
全
般
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
消
防
と
住
民
の
交
流
の

場
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち

な
み
十
一
月
九
日
が
「
一
一
九
番
の
日
」

と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
ち
な
み
ま
し
て
、
仙
南
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
記

念
行
事
を
行
い
ま
す
。

O
日
時
十
一
月
六
日
㈹

　
　
　
　
　
　
十
時
～
十
四
時

O
場
　
所

　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
大
河
原
消
防
署

　
大
河
原
町
字
新
青
川
｝
1
一

〇
内
　
容

　
・
通
信
指
令
室
の
公
開

　
・
救
助
訓
練
の
披
露

　
・
消
防
車
輌
の
展
示

・
消
防
機
材
の
展
示

・
ポ
ス
タ
ー
・
災
害
写
真
の
展
示

・
救
急
応
急
手
当
て
の
指
導

・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
体
験

・
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

・
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

・
そ
の
他

　
消
防
は
皆
様
か
ら
の
通
報
が
頼
り
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
わ
て
ず
ス

ム
ー
ズ
に
一
一
九
番
通
報
で
き
る
よ
う

に
、
電
話
の
近
く
に
住
所
、
世
帯
主
名
、

電
話
番
号
、
目
標
物
な
ど
を
書
い
て
貼

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
テ
レ
フ
ォ
ン
一
一
ユ
ー
ス

　
火
災
の
問
い
合
わ
せ
及
び
消
防
ニ
ュ

ー
ス
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

盈
〇
二
二
四
－
五
一
一
一
－
三
八
○
○

31）1～81119番受信数（H6

数信受訳内

ll8災火

2，026助救急救

34その他の災害
510問違い悪戯

204練訓幸艮通

8．030他のそ

10．922計

350加入電話通報

15．565消防テレホンニュース

六
月
二
十
九
日
、
健
康
保
険
法
の
一
部
が

　
　
　
　
　
改
正
さ
れ
十
月

　
六
月
二
十
九
日
、
健
康
保
険
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
十

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す

　
負
担
医
療
、
労
働
災
害
補
障
の
医
療
に

　
　
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
の
取
り
扱
い
と

　
な
り
ま
す
。
）

　
　
標
準
負
担
額
の
減
額
認
定
の
手
続
等

O
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て
の
給
付
の

見
直
し
に
つ
い
て

　
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
生
活
水
準
の
向
上
に
と
も
な
い
、
質

の
向
上
や
患
者
の
選
択
の
幅
の
拡
大
と

い
っ
た
二
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
費
用
負
担
の
面
か
ら
見
れ
ば
、

食
事
は
入
院
、
在
宅
等
に
共
通
す
る
費

用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
と

在
宅
等
に
お
い
て
利
用
者
の
負
担
に
格

差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
改
正
で
は
、
入

院
時
の
食
事
に
つ
い
て
給
付
の
仕
組
を

改
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
入
院
と
在
宅
等
と
の
負
担

の
公
平
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

O
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て
の
定
額
一

部
負
担
の
導
入

　
今
回
の
医
療
保
健
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
入
院
の

場
合
、
医
療
費
に
か
か
る
一
部
負
担
と

食
事
に
か
か
る
負
担
（
以
下
こ
れ
を
「
標

準
負
担
額
」
と
い
い
ま
す
）
と
を
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
生
活
保
護
や
公
費

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
及
び
二
の
「
市
町
村
民
税
非
課
税

の
世
帯
に
属
す
る
方
等
」
の
「
等
」
と

は
、
標
準
負
担
額
の
減
額
を
受
け
な
け

れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
要

保
護
者
と
な
る
方
を
い
い
ま
す
。

②
一
及
び
二
の
減
額
認
定
は
、
被
保
険

者
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
世
帯
主

又
は
組
ム
目
貝
）
が
申
請
書
に
市
町
村
民

税
非
課
税
証
明
書
等
を
添
え
て
、
加
入

し
て
い
る
保
険
者
（
老
人
保
険
は
対
象

者
が
居
住
地
を
有
す
る
市
町
村
）
窓
口

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入院時の食事についての標準負担額（平成6年10月～平成8年9月）

　　　　　　　　　　　1日につき600円

ただし、次の1及び2の場合には、それぞれ以下の金額に軽減されます

1．市町村民税非課税の世帯に属する方等で、標準負担額の減額認定を

　受けている場合…一一一一・……………一1日　450円

　（　　過去1年間の入院日数が90日（平成6年10月1日以降のものに限る。）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　を超えている場合…………一一・…………1日　300円　　ノ

2・市町村民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福祉年金を受給して

　いる場合一……………一…………一…・一…1日　200円

（
老
人
保
険
は
居
住
地
を
有
す
る
市
町

村
）
よ
り
減
額
認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま

す
の
で
、
入
院
の
際
に
被
保
険
者
証
等

と
あ
わ
せ
て
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
負
担
額
は
高
額
療
養
費

制
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

A
　
国
民
健
康
保
険
は
市
町
村
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
加
入
者
の

年
齢
層
が
異
な
り
、
使
わ
れ
る
医
療
費

も
ち
が
い
集
め
る
国
保
税
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
し
、
所
得
階
層
も
違
う
た
め
税

率
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
十
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
五
期
、

市
県
民
税
第
三
期
の
納
期
で
す
。
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
法
・
建
築
墓
準
法
の

　
　
　
　
　
　
改
正
に
よ
り
用
途
地
域
が
変
わ
り
ま
す

　
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
が
お
よ

そ
二
十
二
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
法
律
は
市
民
の
方
々
に
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
法
律
と
い
え
ま
す

が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
は
大

切
な
法
律
で
す
。
「
用
途
地
域
制
度
」

の
概
要
と
今
後
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
は
、
都
市
に
お
け
る
市
民

生
活
や
産
業
活
動
な
ど
が
快
適
で
効
率

よ
く
、
安
全
に
営
め
る
よ
う
に
土
地
の

利
用
を
定
め
た
り
、
道
路
や
公
園
な
ど

を
定
め
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
と
い
え
ま
す
。
こ
の
う
ち

用
途
地
域
制
度
に
つ
い
て
は
、
建
築
で

き
る
も
の
で
き
な
い
も
の
な
ど
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
基
本
的
な
土
地
利
用
の

分
離
純
化
を
進
め
ま
す
。
市
内
に
は
住

宅
地
、
商
業
地
、
工
業
地
が
あ
り
、
田

や
畑
な
ど
の
農
地
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
用
途
地
域
に
添
っ
て
建
築
の
規
制
、

誘
導
を
し
て
い
る
結
果
と
い
え
ま
す
。

・
現
在
の
用
途
地
域
の
問
題
点

　
こ
れ
ま
で
の
用
途
は
、
八
種
類
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
用
途
地
域

の
中
で
、
純
粋
に
そ
の
用
途
の
建
築
物

し
か
認
め
な
い
と
い
う
地
域
は
、
八
幡

町
、
南
町
、
城
南
各
地
区
の
一
部
の
第

一
種
住
居
専
用
地
域
だ
け
で
す
。
こ
の

地
区
で
は
、
二
階
建
て
ま
で
の
低
層
の

住
宅
の
建
築
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
市
内
の
ほ
か
の
地

域
は
、
低
層
と
高
層
の
建
築
物
の
混
在

だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
の
中
に
工
場
や

パ
チ
ン
コ
店
が
で
き
た
り
、
工
業
地
帯

の
中
に
住
宅
が
造
ら
れ
る
な
ど
混
在
容

認
型
の
用
途
地
域
と
い
え
ま
す
。

　
本
来
は
工
場
は
工
業
地
域
、
パ
チ
ン

コ
店
は
商
業
地
域
や
幹
線
道
路
沿
道
が

適
当
で
あ
り
、
住
宅
地
で
も
二
戸
建
て

の
住
宅
地
と
中
高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
を
建
築
す
る
地
区
も
適
切
に
分
離
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回

の
改
正
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
に
適
正
な
用
途
地
域
を
定
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
新
用
途
地
域
の
概
要

　
今
回
の
改
正
で
は
、
住
居
系
の
用
途

地
域
三
種
類
を
七
種
類
に
分
類
し
て
、

全
体
で
八
種
類
か
ら
十
二
種
類
に
分
け

て
い
ま
す
。

・
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
今
後
は
、
平
成
七
年
六
月
ま
で
の
予

定
で
住
居
系
の
用
途
に
限
っ
て
新
し
い

用
途
地
域
に
指
定
替
え
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
順
次
地
区
説
明
会
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
都
市
計
画
課
㊦
二
五
三

地区説明会日程表

場会対象地区（行政区）時日

福岡公民館福岡沖、山ノ下10月11日e火）

市　役所　4　階

室…芭
百我会大

亘理町、短ケ町、新町、郡山、

4、清水小路3本郷2

10月12日（水）

市役所4階
室議会大

中益岡、東益岡、南町、西益岡

98滝下、大平1

10月13日（木）

階
　
　
室

市役所4

言義会大

田町、柳町、本町、中町、長町

本郷1、寿町

10月14日團

区地巣鷹

コミュニティセンター

上郡山、寿山、緑が丘、鷹巣、

旭町、大鷹沢1

10月17日（月）

時間は各会場とも午後2時からとなっております。

　
S
（
技
術
×
安
心
）
（
清
潔
）

　
理
容
、
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
S
マ
ー
ク
は
、
厚
生

大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約
款
制
度
に
従

が
っ
て
営
業
し
て
い
る
お
店
の
マ
ー
ク

で
す
。
こ
れ
ら
の
お
店
で
は
約
款
に
定

め
ら
れ
た
基
準
以
上
の
技
術
と
サ
ー
ビ

ス
の
ほ
か
、
万
一
の
場
合
、
事
故
賠
償

基
準
に
基
づ
い
た
保
障
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
S
マ
ー
ク
の
お
店
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
安
心
と
信
頼
を
お

約
束
し
ま
す
か
ら
、
お
店
選
び
の
目
安

と
な
り
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

●

旭
－
嘗

▼
臓

　平成6年9月1日を基準日とし、

9月2日に選挙人名簿に登録された

登録者数は次のとおりです。

計
人

女
人

男
　
人

14，8647，8397、025白　石

1，800908892河越

1，261640621lIl斎

2，1841．1441，040平大

2，1361，0801，056大鷹沢

1，688868820llI白

6，9533，5543．399岡福

1，270655615原ノ1・

32，15616．68815．468言十合

◎直接請求または、解職請求に必要

　な選挙人の数

・条例の制定または、改廃の請求、

　監査の請求等に必要な人数　644人

・議会の解散の請求、議員・市長等

　の解職の請求に必要な人数10，719人



一白石市制施行40周年記念事業一

し易恥し

友好三市国際親善水泳大会に
ジャネル・エルフォードさんが特別参加ノ

勝制レ・エルフォード

1　　さんの麟

友好三市国際親善水泳大会にオー

ストラリアの金メダリスト、ジャネ

ル・エルフォードさんが来白。

模範水泳等の演技が披露されます

のでぜひお出かけください。

O日　時10月9日旧19100～lllOO

O会場
　スパッシュランドしろいし

　50メートル公認プール

O参加チーム

①オーストラリアチーム

②海老名市チーム

③白石市チーム

○競技種目

①自由形・男女

①プール利用の方へ〃

50メートル公認プール自動審判計

時システム無料サービスを行います。

あなたの実力を図ってみましょう。

②全館利用の方へ〃

　（小学生50m中学生100m）

②背泳・男女

　（小学生50m中学生100m）

③平泳・男女

　（小学生50m中学生100m）

④リレー・男女

　（小学生200m中学生200m）

※その他プールでのレクリエーショ

ン交流を行います。

※なお当日の午前中はプール利用が

できませんのでご了承ください。

なお、2階ギャラリーから大会の

応援ができます。友好都市三市の児

童生徒へ、皆さんの大きな声援をお

願いします。

簡単体力測定を行います。

トレーニングルームを使いますの

で、運動着と運動靴をご持参ください。

※午後1時から4時まで行っており

ますのでぜひご利用ください、、

ジャネル・エルフォード

　　　1970年2月13日生

5歳頃より水泳を始め、1985～

1991にかけて国内、国際大会で数々

のメダルに輝き、1988ソウルオリン

ピック400m5位、800m6位の成
績を残す。

10月の休館日
　12日・26日

会員送迎パス運休日
10月8・9・10・23日

｝
F ドr

同

　　　　　　　　　　　＝鑑　　　　　　　　　　 甦一　．f　　』・一一・一

◎史跡めぐり親子ふれ蒲溺野夢野r馨
0日時　10月8日（土）小雨決行

　　920　中央公民館集合

　　9：30　交通安全教室

　　10：00出発
O会場　市内の史跡数か所

◎第25回市民文化祭

○日時10月29日（土）～11月3日湘

　　！1月6日（日）9：00～16100

0会場　中央公民館（展示の部及び

　　1！月6日の芸能発表）

　　碧水園（11月3日、芸能発表）

○参加対象　市民一般

○主催　白石市文化協会

0対象　市内の小5・6年生の親子

　　15組（定員になり次第締切）

○会費　無料

0申し込み
中央公民館にお電話ください。

　　　．・L』鞭』嘆彦

　　．湘繭卜

◎第18回白石市
　子ども会ソフトボール大会

子ども会活動の普及と充実強化を

目的に、さる8月28日（日）、白石川緑

地公園ソフトボール場を会場に、子

ども会ソフトボール大会が開催され

ました。市内の小学校10校から12チ

ームが参加して、熱戦が繰り広げら

れ、次のチームが入賞しました。

優勝小原小学校チーム

準優勝深谷　〃
第3位越河　　〃

　　大平　 ク

「

L

　
　
　
［
材
料
］
・

　
　
　
ス
パ
ゲ
テ
，

　
　
本
（
塩
少
・

　
　
本
、
ス
テ
、

　
　
く
あ
ん
6
0
押

　
　
わ
れ
菜
レ
盈

　
　
び
適
宜
、
害

　
　
し
汁
㎜
㏄
、

　
　
　
3
5
㏄
）

　
　
　
［
作
り
方
］

　
　
①
ス
パ
ゲ
一

　
　
　
い
し
、
ぬ
俵

　
　
お
く
。

　
　
②
と
り
さ
並

　
　
味
を
つ
け
’

自然の消化剤

　　大根おろし
大根は煮てよし、漬けてよしと、

調理方法も多彩です。

大根が消化によいといわれるの

は、でんぷんの消化酵素シアスタ

一ゼをはじめ、さまざまな消化酵

素を含んでいるからです。

日頃、胃腸の弱い人、食べすぎ

て胃もたれ感があるときなど、消

化剤よりまず大根おろしを食べる

習慣をつけましょう。

」

さ
み
は
ゆ
で
て
塩
、
酒
で
下

て
お
く
。

テ
ィ
ー
は
ゆ
で
て
か
ら
水
洗

め
り
を
と
り
水
気
を
切
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
1

4
人
分

イ
ー
姻
9
、
と
り
さ
さ
身
4

々
、
酒
2
0
㏄
）
き
ゅ
う
り
ー

イ
ッ
ク
か
ま
ぼ
こ
4
本
、
た

9
、
生
わ
か
め
4
0
9
、
か
い

パ
ッ
ク
、
大
根
㎜
9
、
わ
さ

同
し
そ
4
枚
、
め
ん
つ
ゆ
（
だ

、
し
ょ
う
ゆ
4
0
㏄
、
み
り
ん

み食⑥切にけ⑤切④すしいス0
でべめっ乗’皿り大るてわテき

ゆ
う
り
、
た
く
あ
ん
は
線
ぎ
り
、

イ
ッ
ク
か
ま
ぼ
こ
は
ほ
ぐ
し
、
か

れ
菜
は
根
を
切
り
、
わ
か
め
は
戻

さ
つ
と
湯
通
し
し
、
ざ
く
切
り
に

根
を
お
ろ
し
、
青
し
そ
の
み
じ
ん

を
混
ぜ
合
わ
せ
る

の
上
に
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
を
盛
り
つ

そ
の
上
に
②
③
の
材
料
を
き
れ
い

せ
、
中
央
に
④
の
水
気
を
さ
っ
と

た
も
の
を
乗
せ
る
。

ん
つ
ゆ
に
お
ろ
し
の
水
気
も
加
え

る
と
き
に
か
け
て
い
た
だ
く
。
好

わ
さ
び
も
つ
け
る
。

　（今月のメニュー）

スパゲティーの

おろしめんつゆノ）、け

　ノり9剣づ

へ測

白石市食生活改善推進員

神田孝子さん
　（長袋）

ー
見
本
工
事
商
法
ー

　
外
壁
工
事
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
テ
ラ
ス
、

カ
ー
ポ
ー
ト
、
屋
根
の
葺
替
え
工
事
な

ど
の
設
置
工
事
に
多
い
商
法
で
す
。
セ

ー
ル
ス
マ
ン
が
家
に
訪
ね
て
き
て
「
外

壁
を
ア
ル
ミ
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
な
さ
つ

て
み
ま
せ
ん
か
、
塗
り
替
え
の
必
要
が

な
い
新
製
品
な
ん
で
す
よ
。
」
「
こ
こ
な

ら
場
所
が
よ
い
の
で
見
本
工
事
と
し
て
、

今
日
な
ら
三
百
五
十
万
円
の
と
こ
ろ
特

別
に
二
百
万
円
に
し
て
お
き
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。
」
な
ど
と
言
葉
た
く
み

に
話
す
の
を
聞
き
、
安
い
工
事
と
思
い

込
み
契
約
し
て
し
ま
う
。
あ
と
で
近
所

の
人
と
話
し
を
し
て
い
る
う
ち
に
高
い

契
約
に
気
づ
き
、
会
社
に
電
話
を
い
れ

消
費
生
活
相
談
室

とす際れ日　まだで1多注る
比ぐにばをたすとはりいしと

、
係
が
い
な
い
と
か
、
材
料
を
発

た
と
い
い
、
解
約
を
渋
る
こ
と
が

。
こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
書
面
で
ク

ン
グ
オ
フ
を
し
ま
し
ょ
う
。
電
話

だ
め
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
ん

き
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
へ
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だ
し
、
ク
ー
リ
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フ
は
契
約

い
れ
て
八
日
間
以
内
に
出
さ
な
け

な
り
ま
せ
ん
。
見
本
工
事
な
ど
実

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場
で

に
契
約
せ
ず
見
積
り
を
取
っ
て
他

較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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品　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しょ　　ゆ

サラダ油
マーガリン

牛　　 乳

バ　　 ター

ティノシュペーパー

ラ　・ソ　プ

並食1袋6～8枚切
規　　　格

薄力粉1kg
袋入り100g

上白糖1kg
上級濃口12ポリ容器入リ

ポリ容器入り700g

カルトン入りソフト222g

紙容器入ル）1，000cc

カルトン入り2259

400枚（200組｝紙箱入り

巾畠30cm、長さ20cm

平均価格

136

194

　72
225

262

　328
　194
　193
　375
　108
　203

消費生活モニター調査結果表　1）

簿前年同月比

＋　16

　高値

　150
　2281

11

　　827

　2585

　300
12

　380
17

　2005

　2183

　415
　1487

　2558

安値
128

158

　66
188

178

248

　178
　178

349

　59
　148

品　　目
アルミホイル

洗性用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　 油

レギュラーガソリン

軽　　 油

プロパンガス

幅25cm、長さ8m
規　　　格

綿化繊用舞llン紙箱天リ
ド　　ノト　ユらぬ

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
182店頭価額

182配達料込価額

12現金

12現金
10面

　調査月日1平成6年9月1日

　　　　　　安値　　　　高値　　対前年朋比

　　　　　　　88　　　　　100　　　42　96
　　　　　　　398　　　　　648　　－180

540

平均価格

　　　　　　1，500　　　　2，100　　＋　591，725

　　　　　　6，000　　　　7，000　　－2336，450

　　　　　　　160　　　　　190　　　16　184
　　　　　　　550　　　　　650　　＋　35　575
　　　　　　　792　　　　　846　　　61　812
　　　　　　　810　　　　　91）0　　　78　845
　　　　　　　118　　　　　120　119
　　　　　　　82　　　　　82　　＋　9　82
　　　　　　4，910　　　　5、511　　＋　245、142



　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　㊨、
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財団法人白石市文化体育振興財団の
　　　　　　　　　　　　　　職員を募集します

第3回市民
グラウンドゴルフ大会

O職種および採用予定人員

　一般職　　　5名

　調理職　　　1名

O受験資格
　一般職は、18歳から30歳までの高

等学校卒業以上の方、調理職は25歳

から50歳までの方で調理師免許並び

に調理職としての経験のある方。

O試験会場　白石市役所

○試験日時・種目

・一次試験　11月13日（日）10：00～

　　　　　筆記試験・作文試験

。二次試験　面接試験（11月下旬）

○採用時期　平成7年4月1日予定

○待　　遇

　（財）白石市文化体育振興財団規則

によります。

O受験手続
　受験申し込み用紙は、市役所地域

振興課に用意された用紙を使用し、

所要事項を記入して、提出してくだ

さい。

O申し込み受付期間

　10月3日（月）～10月24日（月）の平

日8：30～17：00（土曜日は閉庁です。

郵送の場合は最終日の消印有効）

○その他

　受験申し込み用紙の請求を郵便で

行なう場合は、あて先明記の返信用

封筒〔大学ノートが入る大きさで、

130円切手を貼付）を同封してくだ

さい。受験手続き、その他受験に関

するお問い合わせは、市地域振興課

恐25－2111（内線）301へ。

財団法人白石市文化体育振興財団の
　　　　　　　　　　　嘱託職員を募集します

　だれでも気軽にできるニュースポ

ーツで体力づくりを！

○日時10月30日（日）9100～
O場　所　益岡公園野球場ほか

O種　目

　く個人〉

　　・ジュニアの部（小学生）

　　・オープンの部

　　・シニアの部（60歳以上）

　〈団体＞

　　・1チーム6人編成

O定員　120名

0申し込み方法

　10月1日までに市教育委員会生涯

学習課岱25－211！（内線）4！2へお申

し込みください。

※グラウンドゴルフの用具は、市教

育委員会に準備しております。お気

軽にお使いください。

○業務内容

　白石城内外と武家屋敷の受付案内

・巡視・除草清掃など。

0勤務7日間勤務、翌7日間
は休みの隔週勤務です。勤務時間は

実働8時間。

○待　遇週給40，000円
0応募資格
　60歳～64歳までの健康な方（定年

は70歳です。）

○募集人員　8入

O選考日　11月13日（日）10：00～

　　　　面接試験

O申し込み受付期間

　10月3日（月）一10月24日（月）

の平日8：30～17100（土曜日は閉庁

です。）履歴書を地域振興課まで提

出してください。〔郵送の場合は最

終日の消印有効）

　受験手続き、その他受験に関する

お問い合わせは、市地域振興課B
25－2111〔内線）30！へ。

私立幼稚園（めぐみ幼稚園
　　　　ひかり幼稚園）園児募集！／

精神保健ボランティア
　　　講座受講生募集〃

　市内の私立幼稚園では、平成7年

度の園児を募集しております、

○募集年齢

　めぐみ幼稚園　4歳児・5歳児

　ひかり幼稚園　3歳児・4歳児

○入園願書の交付

　10月1日（土）以降、各幼稚園で

配布します。

○入園願書の受付

　11月！日（火）午前9時より各幼

稚園で受け付けます。

※詳しくは下記の幼稚園（宮城県私

立幼稚園連合会白石ブロック）へお

問い合わせください。

　・めぐみ幼稚園留26－2476

　・ひかり幼稚園　盈26－3390

　　　　　　四

　精神に障害を持つ人が地域で暮ら

しやすくなるために、どんなことが

できるのかを学び、ボランティア活

動への関心を高めることを目的とし

ます。

○日時・会場・内容

・10月5日（水）白石市健康センター

「心の病気とリハビリテーション」

・10月12日〔水）白石市健康センター

「精神障害者が地域で暮らすために」

。10月18日（火）

　蔵王町地域福祉センター

　「蔵王町共同作業所見学」

いずれも時問は9：30～12100

0対象一般市民の方
○申し込み方法

　仙南保健所白石支所（盈25－2107

・2108）へ電話でお申し込みくださ

いつ

○申込締切　10月3日（月〉

チャリティーダンス
パーティーのこ案内

白石健康テニス
　　　参加者募集

点訳奉仕員養成講座
　　　　受講者募集！ノ

○日時10月15日（土）

　　　　18130～20：45

0場所中央公民館大ホール

○主催ダンスパル白石

O対象
　成人の方でダンスに興味のある

方、初心者の方どなたでもご参加で

きます。

○その他

　収益金等は、市内の福祉施設に寄

贈いたします。

○問い合わせ先

　ダンスパル白石　跡部盈26－3640

※なお、12月3日18130から中央公

民館で「クリスマスダンスパーティ

ー」を開催します。生バンドの出演

も予定しておりますのでふるってご

参加ください。

O日　時10月30日（日）

　　　　10：00～15100

0場所
　ラフォーレ蔵王・テニスコート

○参加資格

　白石市内あるいは近郊在住者

　（性別・年齢の制限なし、未経験

者歓迎）

○参加費無料
O日程　9100　市役所前出発（バス

　　　　　　利用者のみ）

　　　9：45　ラフォーレ蔵王到着

　　　10：00～15：00

　　　　　　講習、その他（昼食

　　　　　　用意）

　　　15：00　ラフォーレ蔵王出発

　　　15145　白石市役所前到着

O申し込み、お問い合わせ先

　白石郵便局総務課

　盈25－2741

　白石テニス協会　留25－0512

第5回シートベルト着用推進
　　　　　　　　　　　キャンペーンクイズ

①　助手席に乗せ、大人と同じシ

　ートベルトを着用させる。

②　できるだけ後部座席に乗せ、

　体格にあったチャイルドシート

　を使用させる。

②大人のひざの上にだっこす

　る。

○応募方法

　官製はがきに、希望の商品名、ク

イズの答、あなたの住所、氏名、年

齢、性別、職業、電話番号を明記の

うえ、

〒106　東京都港区西麻布3－24－20

（財）日本交通安全教育普及協会

「シートベルトクイズ」F係までお

送りください，

○商　　品

　A賞　マルチレーザーディスクプ

　　　レーヤー…一…・…一…・2Q名

　B賞　CDラジカセ…………40名

　C賞　パーソナルカラーテレビ

　　　　　　　　　　　・・40名

　視覚障害者福祉に理解と熱意のあ

る地域住民を対象に点訳奉仕の養成

講座を開催いたします。

0期　日　ll月8日～12月6日

　　　　毎週火曜日　計5回
O時　間　午前10時～12時

○場　所　白石市中央公民館

O定員数名程度
O講　師　宮城県点字図書館

○内　容　1．宮城県の福祉行政と点

　　　　　字図書館の概要

　　　　2．点字の実技指導

　白石市社会福祉協議会へ10月17日

まで申し込んでください。

倉25－2111（内線）159

Q　l　運転する人は自分がシートベ

ルトを着用するのは当然ですが、同

乗車に対しては、どうするのが最も

正しいでしょうか。

　①　助手席の人だけ着用させる 、

　②　自分だけ着用していればよ

　いo
　③　後部座席の人も含めて、全員

　に着用させる。

Q2　エアバッグを装備する車が増

えていますが、シートベルトとエア

バッグについて、正しいのはどれで

しょうか。

　①　シートベルトとエアバッグを

　　あわせて使用する。

　②　エアバッグがあれば、シート

　　ベルトは着用しなくてもよい、

　⑨　エアバッグの装備もシートベ

　　ルトの着用も必要ない。

Q3　小さな子どもを車に乗せると

きは、どのようにしたらよいでしょ

うか，

青年ボランティア
育成実習会参加者募集！！

　ボランティア活動に関心を持ちな

がら、参加意欲まで結び付かないで

いる青少年が最近多くなってきてお

ります。この際この機会を利用して、

実践を通じ活動の必要性と意義を体

得してみませんか。

◆！日目

0日　時　10月19日（水）

　　　　19：00～21；00

0場所勤労青少年ホーム
0内容概要説明、自主討議

◆2日目

O日　時　10月23日（日）

　　　　10：00～15100

0場　所　福祉施設

○内容活動の実践
★申し込み方法

　電話及び直接来館のうえお申し込

みください。

★受付時間　13100～21：00

★詳しくは勤労青少年ホームまでお

問い合わせください。

　白石市字延命寺北21－！

　費25－3720

刈田病院の土曜休診日は10月8日・22日です。（ただし急患は受付します）
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全国道道路標識週間

10／1～10／7

　「より分かりやすく、親しみやす

い」道路標識の整備を図るとともに、

その必要性をP　Rするため、10月1

日から7日までの1週間を「全国道

路標識週問」に定めています。道路

標識に関するご意見を、県庁、及び

県警察本部交通部内の「標識B　O　X」

へお寄せください。

○問い合わせ先

　県道路管理課　盈022－211－3153

　県警交通規制課

盈022－221－7171内線3846～7

標識BOX3853
ストマー（人エ肛門、人

　工膀胱）造設者相談会

　ストマーを造設した方や、その家

族の相談会です。どうかお気軽にお

出かけください。無料です．

0日時10月8日（土）
　　　　13：00～16：00

0会場大河原中央公民館（大河
原町字町196費0224－53－4050）

○相談内容

　①医師等による「医療及び術後ケ

ア」について

　②福祉全般について

　③体験の発表や話し合い

③メーカーによる製品の展示や補

　装具全般の相談
唾．その他生活全般について

○連絡先

　白石市田町！－4－36

県南地区幹事　追木　守人

岱25－3285

民
　　事・家事調停相談会のお知らせ

　民事・家事の調停は裁判所の調停

委員会の仲介によって、相手方との

話合いでトラブルを解決する手続で

す。申立てするのに特別の法律知識

は必要ありません。

　相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。誰でも安心して事情が話せる

ように、相談内容やあなたが話した

ことは秘密にされます。

　裁判所に納める手数料は、訴訟に

比べはるかに安くなっています。

○日時10月5日10：00～15：00

0場　所　奥州街道ふれあいの館

　　　　2階和室

O相談内容

第28回白石市

陸上競技選手権大会

O日時10月30日（日）9100～

　　　（雨天時　！1月6日に延期）

○場　所　白石川緑地陸上競技場

O参加資格
　小、中高、児童生徒一般男女。た

だし小学生は小学5年生以上とする。

○申し込み締切り　10月13日

O申し込み・問い合わせ先

市教育委員会生涯学習課

　体育係盈25－2111内線412

ピアノ（スタインウェイ）

　◆民事調停

　土地や建物の権利の争い、金銭

　の貸借や商品売買のトラブルなど

　法律がからんだものであれば、ど

　のようなもめごとでもかまいませ

　ん。

　◆家事調停

　家庭内のもめごと　（離婚・離縁

　・子どもの養育・相続）について

　O相談員
　大河原調停協会　調停委員

○問い合わせ先

大河原調停協会（仙台家庭裁判所

大河原支部内）暦0224－52－2102

へお問い合わせください。

点検整備は

ドライパーの自覚から

　あなたの愛車の調子は、いかがで

すか。

　くるまの健康管理は、ドライバー

の責任です。適切な点検整備を心が

けましょう。

　ただ今「自動車点検整備推進運動」

実施中。

詳しくは、宮城陸運支局整備課（岱

022－235－2516）へお問い合わせくだ

さい。

試弾会のお知らせ

O期　間　11月9日（水1～13日（日〉

○時間
9：00～17：00　一人1日寺聞くらい

O応募資格
　県南在住、在学、在勤者でピアノ

ッェルニ100番程度弾ける方

白

○参加費無料

○募集人員　35名（1日7人）

O受付期間10月17日1月1～21日1金1

0申し込み・問い合わせ先

　しんきんホール事務局

恩24－3080　担当　田中

石郵便局からのお知らせ

郵便物の配達方法を改善しました
　近年、共働き等によ1）、昼間帯不

在のご家庭が増え、不在がちのお客

様から配達方法の改善が強く望まれ

ておりました。

　そこで、お客様がご不在でも早く

郵便物をお受け取りいただくため、

あらかじめお申し出になられた指定

の場所へ配達することとしました，

　1　同一敷地内のご指定の場所

　　　　　閣

　（物置等）へ配達いたします，

（小包郵便物と大型の郵便物に限

　ります。〉

2　勤務先又は隣家等へ配達いた

　します、（書留郵便物と小包郵

便物及び大型の郵便物に限りま
す，）

詳しくは最寄りの郵便局へおたず

ねください，

白石市図書館盈26－3004

★今月の書棚（子ども読書室）

　　　〈全6巻＞　学習研究社

綴嘉～“燭纈覇
　　　　瑚

●特長

地球温暖化・配性雨など地球規模

の環鏡問題から、食・水・公害・森

林・ゴミなどの身近な環境問題にい

たるまでを幅広く網羅。執筆者自ら

が現地を取材し、独自に最新の情報

を、豊富な写真と資料でわかりやす

く解説した。文化祭や部活動、また

地域における具体的な環境保護活動

の資料として最適です。

新着図書案内（抄）
1　「せつなさ」の心理・出会いと別れのドラ

マ　　　　　　　　　　　　加藤　諦三著
　超記憶術「ぜったい覚える忘れない」生活

のヒント　　　ダクラス・」・ハーマン著

　　　　　　　　土田　光義訳
3．京都の大路小路

　　　　監修・千　宗室・森谷　剋久
．諸藩騒動記・歴史を歩く　　中嶋　繁雄著

．北朝鮮の女スパイ　　　　　　全　富億著

．戦後宰相論　　　　　　　　内田　健三著

．世界一の長寿食　　　　　永山　久夫著
．漢方と薬のはなし　　　　　大塚　恭男著

　談合批判に物申す。誰も語らなかった本音

　　　　　　　　　志村　照著
10．ハイウェイ快適安全ドライブガイド

　　　　セーフティドライブ研究会編
ll・地球の庭を耕すと・植物と話す12か月

　　　　ジム・ノルマン著・星川　淳訳
12　日本庭園・鑑賞ガイド・庭がよくわかる本

　　　　　　　撮影・大橋治三
13　おしゃれ香草学

　　　　　森田　洋子・加野　久男著
14　アウトドア家族の予習と復習・日曜日の遊

び方　　　　　　　有沢　重雄・斎藤　修著

15　似合う色がわかる本・「あなたの色」発見
から性格分析まで　　　　　　桶村久美子著

16．手記・アイルトン・セナ

　　　　　　　ァイルトンセナ著

　　　　　　　　石堂秀夫著

　コーマック・マッカーシー著・黒原　敏行訳

　　子　どもの本
31．アンパンマンとみずのしろ

　　　　　　やなせたかしさく・え
32　くまのプーさんとはちみつ

ジャネット・キャンベル文・ジョン・カーツ絵

33．愛の笛　　　ポール・ゴーブル文・絵

　　　　　　　　北山　耕平訳
34．ぼくもほしい1？いっとうしょう

　　　　　　　黒沢　高明さく・え
35　ファツション事典・コーディネートからお

しゃれ用語まで　　　　　　　ポム編集部編

17．花束を持つ女　　　　　　　及川貞四郎著

18．老うほどに智恵あり　　　　　板坂　元著

19．伊集院大介の新冒険　　　　　栗本　薫著

20，蕨野行　　　　　　　　　村田喜代子著
21．新横浜駅殺人旅行　　　　　　斎藤　栄著

22　山と森の生活誌　　　　　　遠藤　ケイ著

23　「おくのほそ道」全行程を往く

24，揺れて　　　　　　　　　落合　恵子著
25，赤い病院の惨劇　　　　　　川田弥一郎著

26．木枯しの手帳　　　　　　　黒岩　重吾著

27．密航者・狙われる列島　　　森田　靖郎著

28．愛の行方　　　　　　　　　三田　誠広著

29．芭蕉庵捕物帳　　　　　　　新宮　正春著

30．すべての美しい馬

◎特別休館日のお知らせ

　10月1日出～10月10日（月）まで曝書

期問（本のむし干し）のため、お休

します。

図書館利用案内
○開館時間

　火～土曜日　9時～17時

　日曜日　　10時～16時

○休館日

10月17日〔月）、24日（月）、31日（月）
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婦人の家から

◆郷土料理講座

　　　　　「はらこめし」

　これからが旬の「はらこめし」

に挑戦してみよう

O日　時　10月21日（金）

　　　　10：00～12：00

0場　所　白石市働く婦人の家

○講　師　佐々木とくえ先生

　（はらこめし「とくえ」の女将〉

O定員20名
○参加費　材料費実費

Oその他　エプロン、三角布持参

O申し込み

　10月4日から（定員になり次第

締め切ります）白石市働く婦人の家

智25－5095へお申し込みください。

10月の休館日

　3、　9、10、17、23、30日



密》珍魑

休日当番医
10月2日

　内科　柿　崎　医　院

　外科　刈　田　病　院

　歯科　水野歯科医院

10月9日

　内科刈田病院
　外科　刈　田　病　院

　歯科　亘理歯科医院

10月10日

　内科亘理病院
　外科　加　藤　医　院

　歯科　谷津歯科医院

10月16日

　内科　刈　田　病　院

　外科　刈　田　病　院

　歯科　村上歯科医院

10月23日

　内科大沼医院
　外科堤医院
　歯科　白石中央歯科医院

10月30日

　内科　三浦クリニック

　外科橋本医院
　歯科　吉村歯科医院

智25－2210

豊25－2145

a26－2401

奮25－2145

智25－2145

a26－2563

含25－8501

智26－2653

智26－3254

2監25－2145

盈25－2145

智33－4125

智25－2502

費25－ll81

費24－5554

費25－6854

a25－！616

a26－2118
※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故1／1濾黙

事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

48イ牛（450｛牛）

0人（4人）

15人（140人）

384牛　（333｛牛）

市内のシートベルト着用率

　9月21日　9：30～10：00　89％

（旧国道4号・市役所前調査）

■人口42，269（前月比）＋3

　　　W20，767辱21・502

■世帯数　　　　※住民基本台帳から

　書12，407　　　8月30日現在

紙
　　上からお礼申し上げます

　生活基盤の整備や白石城復元資金

として、次の方々からご寄附をいた

だきました。紙上からお礼を申し上

げます。

太田瑞夫氏、長田正弘氏、白石市

管工事業協同組合　理事長高沢芳氏、

日本鉄道O　B会白石支部　高橋吉太

郎氏、小禄ボウリングセンタ㈱代表

上原清善氏、全日本こけしコンクー

ル実行委員会、渡邊信男氏、佐々木

克己・功氏、東北電力㈱白石営業所

所長嶋　武氏、㈱ユデテック白石営

業所所長吉田　弘氏、佐野輝之氏、

山本文子氏、菊扇流　八巻よし子氏、

阿部　操氏、渡辺敏男氏、佐藤敏男

氏、佐藤とみ子氏、保科節男氏、平

問重光氏、高橋朝江氏、大浦　茂氏、

寺崎國男氏、佐藤安治氏、河東田忠

氏、岩山てい氏、大槻英郎氏、斎藤

貞三氏、斎藤弘幸氏、片倉　満氏、

森浩氏、安田佳穂氏、川井静子氏、

跡部繁夫氏、跡部歌子氏、半沢稔氏、

斎あい子氏、斎末男氏、鈴木寿男

氏、山本栄子氏、大谷正人氏、小高

昌子氏、千葉きく子氏、渡部孝一氏、

特定郵便局長業務推進連絡会札幌東

部連絡会白石部会会長大木　信博、

氏、若柳宝梅氏、日本電信電話㈱白

石営業所長山本　登氏、岩山あう氏、

山谷　清氏、太田　厚氏、鶴見義郎

・祥子氏、小岩庄一氏、仙南信用金

庫理事長渡邊　佐男氏、

　
，
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榊10月16日から22日は
　　　　　　　　秋の行政相談週間です榊

　毎日の暮らしのなかで、国をはじ

め県や市、公団などが行っている仕

事について苦情や意見、要望はあり

ませんか。「行政相談」とは、皆さ

んと行政機関との間に立ち、第三者

的立場からその解決を図り、皆さん

の声を行政に反映させるものです。

　相談は無料で、口頭、電話、手紙

いずれの方法でもかまいません。秘

密は守られますのでお気軽にご利用

ください。

平成6年度

○白石市の行政相談委員

佐藤　きみ子さん

　（上久保3－6　智25－3093）

猪股三郎さん
　（郡山字荒屋敷12－8燈25－3974）

※秋の行政相談週間の一環として、

下記により「特設移動相談所」

　（人権、行政、生活）を開設します。

●日時10月21日（金）

　　　　13時30分～15時30分

●場所福岡公民館

下水道排水設備工事責任技術者試験

O日時11月14日1月）

　　　　13：30～16：00
0会場　仙台市青葉区国分町3－3－7

　　　宮城県民会館ほか
○申し込み方法

平成6年10月3日～10月14日まで

市下水道課へお申し込みください。

　申し込み用紙は市下水道課にあり

ます。

○受験料　3，000円

◆受，験講習（希望者のみ）

○日　時　平成6年1！月7日（月）

　　　　9：00～16：00

0会場宮城県民会館ほか
O受講料　5，000円

○問い合わせ先

　市下水道課費25－2111（内線）1へ

へお問い合わせください。

平成6年度
道路交通センサス調査

　道路の実態や自動車の利用状況を

調べるため、道路交通センサス調査

を行います。調査は直接ご家庭に訪

問し（事前に連絡します）、当日の

自動車の運行状況を調査します。

　調査に選ばれたご家庭には、下記

の調査日前に直接調査用紙を配布し、

説明を行いますのでご協力をお願い

します。

O調査実施日

　10月30日旧1～31日（月l

　l1月！日（幻～2日1水）

秋
　　の川干のお知らせ

　用水路の凌濃と補修のための川干

を行います。各家庭の周囲の側溝や

占用箇所の土砂上げをお願いします。

　なお、川干の期間中は、火の元に

は十分ご注意ください。

○期　間　10月15日（土）午前6時から

　　　　一10月17日1月）午後5時ま

　　　　で3日問（夜間を含む）

O実施区域
　白石土地改良区管轄用水路全域

私道等の整備（舗装等）の

助成制度について

　私道の整備（鋪装等）に必要な経

費の一部を助成します。

　対象となる私道については一定の

基準があります。詳しくは、市建設

課道路管理係盈25－2111（内線）264、

265へお問い合わせください，

○補助率　工事費の75％以内

　　　　（25％は受益者負担）

O延　長　35m以上

○世帯数　5世帯以上

サービス業基本調査に

こ協力ください

総務庁では、11月1日現在でサー

ビス業基本調査を実施します。この

調査ではサービス業事業所の従業者

数、事業収入金額等を調査します．

　10月下旬から調査員が事業所を訪

問して、調査票の記入をお願いしま

すので、調査にご協力ください，

○問い合わせ先

　白石市総務部企画財政課統計係

費25－2！11（内線）362

平
成6年度成人病予防教室のこ案内

　楽しみながらクイズとお医者さん

をまじえたおしゃべりでご自分の体

と生活をみなおす教室です。

　基本健康診査の結果、該当の方に

は案内状を差し上げております。

　その他興味のある方、ご家族の方

などもどうぞご参加ください．

○日程・内容

　。高脂血症　10月5、7、14、17日

　　　　　ll月8、9日
巡

　・高血糖

　・尿潜血

　・肝機能

　・貧血

O受付時間

O終了時間

O会　場

10月1！日、11月1日

10月12日

10月18日

lO月21日

13：10～13：20

！5100

健康センター

○問い合わせ先

　市保健課岱25－2111（内線）606・

607

回相談・子育てセミナーのこ案内

　乳幼児を持つ親の悩みや不安を解

消するため、専門の先生方に指導助

言を受け、お互いに学習するもので

す。当日は託児室を設けております

ので、お子様連れの方もどうぞお気

軽にご参加ください。

○日時11月17日1木）9：10～

○場　所　白石市中央公民館

○対象0歳児～就学前の子ども

　　　　を持つ親等

O講師
　東北福祉大学　西野美佐子助教授

　仙台白百合短期大学

　　　　　　松浦　光和助教授
○内　容　講和、グループ相談、個

　　　　別相談、その他

○申し込み・問い合わせ先

市教育委員会生涯学習課

岱25－2111（内線〉409・410

第徊白石市生涯学習フェスティパル参加事業

「文化財講演会」

　多くの皆様のご来場をお待ちして

おひ）ます〃

○日時10月18日1火1

　　　　14100～15：30

0会場白石市中央公民館
O入場料無料

O主催白石市教育委員会

スポーツの祭典

○講　師　宮城地域史学協議会長

　　　　逸見英夫氏
○内　容　　「白石城にまつわる話」

○問い合わせ先

　市教育委員会生涯学習課

費25－2111（内線）412

第66回白石市民体育大会
　古い歴史のある市民体育大会。今

回は市制施行40周年記念参加事業と

して開催します。

0日時
　lO月10日（体育の日〉　9：00～

　（雨天時16日・！l月3日に順延）

○場　所　白石川緑地陸上競技場

○主　催　白石市体育協会

　　　　白石市中央公民館

Oお願い

駐車場は市役所・農協・第一小学

校をご利用ください．市道緑地公園

線（白石川堤防）は全面駐車禁止で

す，

喋の作品展示会を開催します

　白石市老人クラブ連合会では、会

員が趣味として作成した手芸、絵画、

写真、書道、華道等の作品を展示し

ますのでぜひご覧ください。

○日　時IO月25日　9100～14100

○会　場　白石市民会館第1集会室

○入場料　無料

○問い合わせ先

　市福祉事務所長寿福祉係

倣25－2111（内線）155
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＞碧水園からイベント情報譜

碧水園茶会

初めての方でもどうぞ・お茶券400円

O日時10月16日（日）10～15時

市民茶会（かんなづきの茶会）裏干家

0日時10月23日（日）10～15時

Oお茶券　1、000円（濃茶席、薄茶席）

O場　所古典芸能伝承の館、茶室

手ピッ1瑛衛館
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壁に漆喰を塗る作業が進めら　　　　＼1、

喰に砂とスサ（繊維）、ふのり　　　　　　　　脇

を混ぜたもので、上塗りに使う

漆喰は土佐漆喰といって、漆喰1

にスサ、ふのりを混ぜたものだそうである。

　作業が順調に進められる中、9月22日には復元現場に来訪者

があった。10月に白石市と姉妹都市盟約を締結するオーストラ

リア・ハーストビル市の中学生達が白石城復元現場を見学に訪

れたのである。初めて見る日本の伝統建築にかなりの興味をも

ったらしく、ガイドに、年代や石垣について盛んに質問がとん

でいた。

　現在外壁部分はほぼ終り、1階内壁部分を残すのみとなっており・

9月末日には白石城の周りを取り囲んでいる足場を解体しはじ

めた。白石城復元の進捗率80％、完成問近である。

菊

樋ロ　翔くん（越河）

　　和博さん・恵美子さんの長男

ママカ、らひとこと

泣き虫、ちょっと直そうね！

パパからひとこと

男らしく、たくましく育ってね！

9＝’
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補
サ

無料法律

障　害　者

年少主
目

曲
辰 家

こころの相談
（精神保健）

P

17

17

17

17

5・25
17

17

毎週月・水・金

リオン
13・28

ンホ
2
8

二

17

11

　毎週
月・火・木・金

9

　6
第1木（原則）

■
願

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～15：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13＝00～14：00

10：30～！1：30

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　＠2

第2会議室　⑧2

福祉事務所内相談室

　　　　　＠1
第2会議室　　＠2

第3会議室　＠3

健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　　④1

第4会議室　＠4

電話相談、手話での相談もできます。費25－21U内線351
　　　　　第2会議室　＠310：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

9：30～11：00

青少年相談センター

　　　　　＠4

市民室　＠1

健康センター


